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●
は
じ
め
に 

原
発
を
め
ぐ
る
安
全
論
争
も
経
済
性
論
争
も
す
で
に
終
わ
っ

て
い
る
。 

原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
俊
一
委
員
長
は
、
原
発
再
稼
働

に
向
け
た
基
準
適
合
性
審
査
に
つ
い
て
「
基
準
の
適
合
性
を
審

査
し
た
」、「
安
全
だ
と
い
う
こ
と
は
申
し
上
げ
な
い
」（
二
〇
一

四
年
七
月
一
六
日
）、「
科
学
技
術
に
一
〇
〇
％
安
全
は
な
い
」 

             

（
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
〇
日
）
と
言
明
し
た
。
大
飯
原
発
再

稼
働
へ
の
差
し
止
め
を
命
じ
る
判
決
を
出
し
た
裁
判
所
に
対
し

て
は
、
原
子
力
学
会
が
「
ゼ
ロ
リ
ス
ク
を
求
め
る
考
え
方
は
科

学
技
術
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
と
し
て
不
適
切
で
す
」
と
の

声
明
を
出
し
た
（
二
〇
一
四
年
五
月
二
七
日
）。 

原
発
が
ゼ
ロ
リ
ス
ク
で
な
い
こ
と
は
、
電
力
会
社
が
一
番
よ

く
分
か
っ
て
い
る
。
世
耕
弘
成
経
済
産
業
大
臣
は
「
色
ん
な
費
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用
を
全
部
、
含
め
た
と
し
て
も
発
電
単
位
あ
た
り
の
コ
ス
ト
は

原
発
が
一
番
、
安
い
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
（
二
〇
一
六

年
一
二
月
七
日)

。
し
か
し
今
後
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
む

な
か
、
発
電
市
場
に
お
い
て
原
子
力
発
電
所
が
、
巨
額
の
建
設

費
や
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
（
廃
止
措
置
費
用
、
再
処
理
費
用
、

廃
棄
物
処
分
費
）、
事
故
賠
償
リ
ス
ク
を
背
負
っ
た
状
態
で
、
火

力
発
電
や
再
エ
ネ
と
対
等
に
競
争
で
き
る
わ
け
が
な
い
。 

今
後
の
原
発
の
処
遇
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
に
つ
い
て
、
近
年
、

政
府
内
の
い
く
つ
か
の
検
討
会
で
、
ほ
と
ん
ど
本
音
で
議
論
さ

れ
て
き
た
。
読
者
に
は
ぜ
ひ
、
原
子
力
委
員
会
の
「
原
子
力
損

害
賠
償
専
門
部
会
（
原
賠
部
会
と
呼
ぶ
）」（
二
〇
一
五
年
五
月

一
三
日
～
）、
経
済
産
業
省
が
二
〇
一
六
年
九
月
に
急
遽
設
置
し

た
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
貫
徹
の
た
め
の
政
策
小
委
員
会
（
貫

徹
委
員
会
と
呼
ぶ
）」、
と
「
東
京
電
力
改
革
・
１
Ｆ
問
題
委
員

会
（
東
電
委
員
会
と
呼
ぶ
）」
の
議
事
録
や
報
告
書
等
を
ご
ら
ん

に
な
っ
て
、
関
係
者
の
本
音
を
理
解
し
、
広
く
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
。 

こ
こ
で
は
、
原
賠
部
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
る
、
電
気
事
業
連
合
会
の
小
野
田
聡
氏
（
中
部
電
力
参
与
）

が
、
第
一
回
会
合
（
二
〇
一
五
年
五
月
一
三
日
）
に
お
い
て
発

言
し
た
も
の
を
、
少
し
長
く
な
る
が
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
く

（
傍
線
は
筆
者
）。
自
分
た
ち
が
今
後
も
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い

原
発
事
故
の
、
損
害
賠
償
負
担
が
大
き
な
懸
念
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。 

 

我
が
国
の
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
は
諸
外
国
で
も
余
り
例

の
な
い
、
無
過
失
・
無
限
の
賠
償
責
任
を
原
子
力
事
業
者
に

課
す
と
と
も
に
、
事
業
者
の
賠
償
範
囲
に
関
す
る
定
義
が
曖

昧
な
た
め
、
事
業
者
負
担
に
予
見
性
が
な
く
、
国
際
的
に
見

て
も
大
変
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
昨
年
四
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
き
ま
し
て
、
原
子
力
発
電
は
重
要
な

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
は

我
が
国
の
重
要
電
源
と
位
置
付
け
ら
れ
る
原
子
力
発
電
を
引

き
続
き
担
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
他
方

で
、
原
子
力
依
存
度
の
低
減
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
よ
り
ま
し
て
競
争
環
境
が
進
展
す
る

な
ど
、
原
子
力
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
が
激
変
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
の
中
で
も
、
民
間
が
主
体
的
に
原

子
力
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
原
賠
制
度
の
早
期
見
直
し
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を
含
め
、
原
子
力
事
業
の
予
見
性
を
高
め
る
た
め
の
環
境
整

備
の
必
要
性
が
、
昨
年
一
二
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
原
子
力
小

委
員
会
の
中
間
整
理
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
当
専
門
部
会
に
お
き

ま
し
て
、
原
賠
制
度
に
お
け
る
官
民
の
適
切
な
役
割
分
担
に

つ
い
て
再
整
理
し
、
海
外
事
例
な
ど
も
参
考
に
、
事
業
者
賠

償
の
有
限
責
任
化
や
免
責
条
項
の
明
確
化
な
ど
、
必
要
な
見

直
し
を
御
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

原
子
力
依
存
度
の
低
減
や
競
争
進
展
の
環
境
下
に
お
け
る
相

互
扶
助
の
在
り
方
や
、
あ
る
い
は
国
と
事
業
者
の
費
用
負
担

の
在
り
方
、
事
業
者
負
担
の
妥
当
性
、
予
見
性
な
ど
の
観
点

か
ら
も
、
必
要
な
見
直
し
を
御
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

私
か
ら
は
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

●
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
で
何
が
変
わ
る
の
か 

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、
二
〇
一
六

年
春
か
ら
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
よ
っ
て
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
入
っ
た
。
関
電
や
東
電
な
ど
の
一
般
電
力
会
社
か
ら
、
無

視
で
き
な
い
数
の
消
費
者
が
、
他
の
小
売
電
力
会
社
に
切
り
替

え
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
九
月
末
時
点
で
全
国
で
一
六
一
万
件
、

二
・
六
％
）。 

電
力
小
売
市
場
が
自
由
化
さ
れ
、
総
括
原
価
方
式
の
料
金
規

制
は
撤
廃
に
向
か
う
。
現
時
点
で
は
経
過
措
置
と
し
て
、
一
般

電
力
会
社
の
小
売
部
門
（「
み
な
し
小
売
」
と
呼
ば
れ
る
）
に
の

み
総
括
原
価
方
式
が
残
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
発
送
電
分

離
（
法
的
分
離
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
二
〇
二
〇
年
頃
に
は
な

く
な
り
、
分
離
後
の
送
配
電
会
社
の
託
送
料
金
に
の
み
総
括
原

価
方
式
の
料
金
規
制
が
残
る
こ
と
に
な
る
（
法
的
分
離
は
子
会

社
・
親
会
社
の
関
係
を
認
め
る
の
で
不
透
明
さ
が
残
る
た
め
、

欧
州
の
よ
う
に
所
有
権
分
離
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
）。 

こ
の
こ
と
が
、
原
発
コ
ス
ト
の
回
収
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
は
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
の
引
当

金
も
、
廃
止
措
置
費
用
の
積
み
立
て
不
足
分
も
、
会
計
制
度
を

改
め
た
上
で
、
電
気
料
金
の
原
価
に
含
め
て
回
収
さ
れ
て
き
た
。

福
島
事
故
後
の
全
原
発
停
止
に
よ
る
火
力
燃
料
費
の
増
分
も
料

金
値
上
げ
で
回
収
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
地
域
独
占
の

も
と
で
小
口
消
費
者
は
電
力
会
社
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
こ

う
し
た
負
担
が
強
制
さ
れ
た
。
し
か
し
、
電
力
小
売
自
由
化
の
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も
と
、
小
売
会
社
を
切
り
替
え
た
消
費
者
は
、
原
発
関
連
コ
ス

ト
の
負
担
を
免
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（ 

図
１

左
）。 

 

●
東
電
委
員
会
と
貫
徹
委
員
会 

二
〇
一
六
年
九
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
東
電
委
員
会
と
貫
徹

委
員
会
は
、
早
く
も
二
〇
一
六
年
一
二
月
後
半
に
そ
れ
ぞ
れ
提

言
書
と
中
間
報
告
書
を
出
し
た
。
政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
に
よ
り
、
今
後
も
原
発
維
持
を
国
策
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
東
電
の
救
済
と
、
原
発
関
係
費
用
の
確
実
な
回
収
を
至
上

命
題
と
し
て
、
東
電
の
経
営
改
革
や
、
原
子
力
を
優
遇
す
る
た

め
の
市
場
設
計
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。 

新
聞
・
ニ
ュ
ー
ス
等
で
特
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
原
発
事

故
の
賠
償
資
金
の
、
い
わ
ゆ
る
「
過
去
分
」（
二
・
四
兆
円
）
を
、

原
発
の
電
気
を
使
わ
な
い
こ
と
を
決
め
た
消
費
者
に
対
し
て
も

負
担
さ
せ
る
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
二
〇
年
度

以
降
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
〇
・
〇
七
円
を
託
送
料
金
に

上
乗
せ
す
る
形
で
徴
収
さ
れ
る
と
い
う
（
年
間
徴
収
額
は
約
六

〇
〇
億
円
）。 

東
電
委
員
会
の
提
言
書
に
よ
れ
ば
、
福
島
事
故
の
処
理
関
係 

                   

 

図１ 電力システム改革の現段階と2020年頃の発送電分離 

（出典：筆者作成）
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費
用
は
総
額
二
二
兆
円
に
達
す
る
（
廃
炉
八
兆
円
、
賠
償
八
兆

円
、
除
染
六
兆
円
）。
そ
の
う
ち
一
六
兆
円
は
、
東
京
電
力
が
経

営
改
革
を
進
め
て
捻
出
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
賠
償
額
の
う
ち

四
兆
円
相
当
の
部
分
が
、
福
島
事
故
に
責
任
の
な
い
他
の
電
力

会
社
（
の
顧
客
）
に
負
担
を
求
め
る
一
般
負
担
金
に
関
わ
る
部

分
で
あ
り
、
う
ち
二
・
四
兆
円
が
上
述
の
「
過
去
分
」
で
あ
る
。

新
電
力
の
シ
ェ
ア
を
一
〇
％
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
顧
客
の
負

担
は
〇
・
二
四
兆
円
と
な
る
。 

送
配
電
会
社
の
託
送
料
金
は
、
す
べ
て
の
発
電
会
社
・
小
売

会
社
が
支
払
う
も
の
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
以
降
も
総
括
原
価

方
式
が
残
る
。
原
発
関
連
費
用
を
徴
収
す
る
た
め
に
託
送
料
金

が
値
上
げ
さ
れ
れ
ば
、
電
気
の
消
費
者
は
そ
の
負
担
を
逃
れ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
（
図
１
右
）。
ま
た
、
託
送
料
金
は
比
較

的
簡
単
な
認
可
制
度
に
よ
っ
て
値
上
げ
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
賠
償
資
金
の
み
な
ら
ず
、
廃
止
措
置
コ
ス
ト
の
不
足
分
や
、

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
費
用
な
ど
、
原
発
関
連
負
担
が
際
限
な
く
、
不

透
明
な
形
で
こ
こ
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。 

 

●
原
賠
法
と
原
賠
機
構 

賠
償
資
金
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
原
子
力
損
害
の

賠
償
に
関
す
る
法
律
（
原
賠
法
）
と
、
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃

炉
等
支
援
機
構
（
原
賠
機
構
）
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
で
あ

る
。 日

本
の
原
賠
法
で
は
、
原
発
事
故
が
起
こ
っ
て
も
、
原
発
を

作
っ
た
メ
ー
カ
ー
に
も
政
府
に
も
賠
償
責
任
は
な
く
、
原
子
力

事
業
者
（
主
に
一
般
電
力
会
社
）
に
責
任
が
集
中
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
責
任
額
に
上
限
は
な
く
、
そ
れ
に
備
え
て
、
①
民
間
保
険

会
社
と
賠
償
責
任
保
険
（
保
険
金
一
二
〇
〇
億
円
、
自
然
災
害

に
よ
る
事
故
で
は
保
険
は
お
り
な
い
）
を
、
②
政
府
と
賠
償
補

償
契
約
（
一
二
〇
〇
億
円
が
、
自
然
災
害
に
よ
る
事
故
の
際
に

お
り
る
）
を
結
ん
で
い
る
が
、
数
十
兆
円
を
超
え
る
事
故
損
害

額
に
比
べ
れ
ば
雀
の
涙
の
よ
う
な
金
額
で
あ
る
。
我
ら
電
力
会

社
は
こ
れ
か
ら
も
大
事
故
を
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
こ

ん
な
法
制
度
の
下
で
は
、
民
間
企
業
と
し
て
安
心
し
て
原
発
事

業
を
担
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
れ
が
、
冒
頭
の
小
野

田
氏
の
よ
う
な
人
々
の
本
音
で
あ
る
。 

他
方
、
福
島
事
故
の
後
、
政
府
は
東
京
電
力
を
免
責
せ
ず
、

倒
産
さ
せ
ず
に
存
続
さ
せ
、
巨
額
の
損
害
賠
償
や
廃
炉
・
除
染

費
用
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
、
東
電
の
「
債
務

超
過
」（
倒
産
状
態
）
を
防
ぐ
べ
く
、
青
天
井
の
賠
償
資
金
・
廃 
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炉
資
金
を
供
給
す
る
た
め
に
、
政
府
は
二
〇
一
一
年
に
原
賠
機

構
を
立
ち
上
げ
た
。 

こ
の
機
構
は
、
福
島
事
故
の
賠
償
資
金
を
「
作
り
出
す
」
目

的
と
、
原
発
を
も
つ
電
力
会
社
が
「
次
の
事
故
」
を
起
こ
し
た

場
合
の
相
互
保
険
の
よ
う
な
役
割
を
合
わ
せ
持
つ
。
こ
の
機
構

の
業
務
の
実
態
は
、
東
京
電
力
（
お
よ
び
、
今
後
大
事
故
を
起

こ
し
た
企
業
）
に
お
金
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
（
貸
す
の
で
は

な
い
）。
た
だ
、
直
接
に
お
金
を
与
え
る
と
露
骨
な
の
で
、
政
府

は
原
賠
機
構
に
対
し
、
一
兆
円
の
出
資
を
行
う
と
と
も
に
、
交

付
国
債
を
発
行
し
て
い
る
（
こ
れ
ま
で
の
発
行
枠
は
九
兆
円
、

今
後
一
三
・
五
兆
円
ま
で
拡
大
の
方
針
）。
原
賠
機
構
は
交
付
国

債
を
政
府
に
持
参
し
て
、「
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
」
を
つ
う

じ
て
お
金
に
換
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
資
金
は
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
」
が
、
民
間
銀
行
等
か
ら
借
り
入
れ
て
、

国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
（
二
〇
一
五
年
度
は

八
・
六
兆
円
）。
も
ら
っ
た
お
金
を
文
字
通
り
返
済
す
る
義
務
は

な
い
が
、
東
電
は
原
賠
機
構
に
対
し
て
特
別
負
担
金
（
年
間
七

〇
〇
億
円
）
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
事
業
者

（
東
電
と
、
そ
の
他
の
八
大
電
力
会
社
を
含
む
）
は
、
今
後
の

事
故
の
「
保
険
料
」
の
よ
う
な
意
味
合
い
も
含
め
て
、
一
般
負

原子力市民委員会（2014）『原発ゼロ社会への道』、p.191より  （「朝日新聞」他より作成） 
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担
金
（
年
間
合
計
一
六
三
〇
億
円
）
を
支
払
う
義
務
を
負
っ
て

い
る
（
上
述
の
「
過
去
分
」
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
二
〇
一

〇
年
ま
で
、
こ
の
一
般
負
担
金
が
徴
収
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
今
後
徴
収
す
る
と
い
う
理
屈
で
あ
る
）。
こ
れ
ら
は
、
原
賠

機
構
か
ら
政
府
へ
の
国
庫
納
付
金
と
さ
れ
、
借
入
金
等
の
返
済

に
充
て
る
建
前
に
な
っ
て
い
る
。・
・
・
読
者
は
こ
の
段
落
の
文

章
の
理
解
に
苦
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
官
僚

た
ち
が
人
々
の
目
を
欺
く
た
め
に
、
わ
か
り
に
く
く
作
っ
た
の

で
あ
る
。 

原
賠
機
構
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
子
力
事
業
者
は
あ
る

程
度
、「
安
心
し
て
事
故
を
起
こ
す
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ

の
ま
ま
の
形
で
、
こ
の
機
構
が
存
在
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
の

か
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 

●
原
発
事
故
を
起
こ
し
た
電
力
会
社
は 

つ
ぶ
し
た
方
が
よ
い
の
か 

上
述
の
よ
う
に
、
事
故
を
起
こ
し
た
原
子
力
事
業
者
が
倒
産

せ
ず
、
経
営
者
も
株
主
も
責
任
を
問
わ
れ
ず
、
賠
償
資
金
が
無

制
限
に
供
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
事
故
防
止
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
損
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
原
発
関
連
費
用
が
託

送
料
で
回
収
で
き
る
な
ら
、
簡
単
な
認
可
手
続
き
で
様
々
な
コ

ス
ト
を
電
力
消
費
者
全
員
か
ら
漏
ら
さ
ず
回
収
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
う
な
る
よ
り
は
、
事
故
を
起
こ
し
た
電
力
会
社
は
破

綻
処
理
し
て
経
営
責
任
・
株
主
責
任
を
明
確
に
し
、
そ
れ
で
も

残
る
賠
償
費
用
・
事
故
処
理
費
用
は
税
金
で
ま
か
な
う
方
が
よ

い
、
と
い
う
議
論
が
あ
る
。 

こ
の
議
論
は
、
原
則
論
と
し
て
は
筆
者
も
肯
首
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
懸
念
材
料
は
「
賠
償
」
の
行
方
で
あ
る
。
読
者
は

「
賠
償
」
と
「
補
償
」
と
い
う
用
語
の
違
い
を
説
明
で
き
る
だ

ろ
う
か
。「
賠
償
」
と
は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
を
「
つ
ぐ
な
う
」

こ
と
で
あ
る
。
賠
償
主
体
と
な
る
電
力
会
社
が
倒
産
・
消
滅
し
、

原
発
事
故
後
に
政
府
が
被
害
者
に
対
す
る
「
補
償
」
を
行
う
と

き
、
そ
こ
に
は
「
つ
ぐ
な
い
」
の
意
味
は
な
く
な
る
。
原
賠
機

構
が
作
ら
れ
、
政
府
が
無
制
限
に
賠
償
資
金
を
供
給
し
つ
つ
東

電
を
存
続
さ
せ
る
形
に
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
被
害
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
加
害
企
業
に

と
っ
て
は
債
務
で
あ
り
、
こ
の
金
額
が
巨
額
に
な
れ
ば
、
企
業

は
倒
産
状
態
（
債
務
超
過
）
と
な
る
。
倒
産
状
態
と
な
っ
た
電

力
会
社
は
必
ず
し
も
、
破
産
法
に
よ
っ
て
清
算
・
消
滅
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
会
社
更
生
法
に
よ
っ
て
債
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務
を
整
理
・
軽
減
し
た
あ
と
で
企
業
を
再
生
さ
せ
る
道
も
あ
る
。

問
題
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
被
害
者
が
十
分
な
損
害
賠
償
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
電
力
会
社
の
社
債
（
電
力
債
）

は
電
気
事
業
法
三
七
条
に
よ
っ
て
、
賠
償
債
権
を
含
む
他
の
債

権
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
電
力
会
社
が
破
綻
処
理
さ

れ
、
大
手
銀
行
な
ど
の
社
債
権
者
が
優
先
的
に
カ
ネ
を
回
収
し
、

被
害
者
が
国
の
「
補
償
」
に
甘
ん
じ
る
と
い
う
不
公
正
な
事
態

を
防
ぐ
こ
と
が
、
原
賠
機
構
の
創
設
の
動
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、
原
発
事
故
を
起
こ
し
た
電
力
会
社
を
潰
す
の
か
、
原

賠
機
構
に
よ
っ
て
救
済
す
る
の
か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
立
命
館
大
学
の
久
保
壽
彦
教
授
は
、
会
社
更

生
法
に
お
い
て
、
賠
償
債
権
を
優
先
順
位
が
最
も
高
い
「
共
益

債
権
」
に
含
め
る
と
い
う
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
賠
償
額
が
数
十
兆
円
に
達
す
れ
ば
被
害
者
の
救
済
は
困
難

と
な
る
。
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
に
は
、
二
つ
の
方
法
の
中
間

を
と
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
会
社
更
生
法
に
よ
っ

て
、
経
営
責
任
・
株
主
責
任
・
債
権
者
責
任
を
と
ら
せ
た
上
で

再
生
し
た
企
業
に
対
し
、
引
き
続
き
無
制
限
の
賠
償
支
払
い
を

義
務
づ
け
、
原
賠
機
構
法
で
資
金
提
供
を
続
け
る
と
い
う
の
も
、

一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。 

●
結
論 

 

原
発
の
安
全
論
争
も
経
済
性
論
争
も
終
わ
っ
て
い
る
。
電
力

シ
ス
テ
ム
改
革
の
中
で
、
原
子
力
関
係
者
は
原
発
関
連
コ
ス
ト

を
す
べ
て
の
電
力
消
費
者
に
支
払
わ
せ
、
ま
た
安
心
し
て
事
故

が
起
こ
せ
る
よ
う
な
制
度
の
整
備
を
明
確
に
求
め
て
い
る
。
原

賠
機
構
は
そ
の
一
つ
の
形
で
あ
る
。
次
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
原
発
コ
ス
ト
の
膨
張
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ
う
し
た
制
度
は

改
め
る
必
要
が
あ
る
。
事
故
を
起
こ
し
た
電
力
会
社
は
倒
産
さ

せ
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
す
べ
き
だ
が
、
そ
の
際
に
は
「
賠
償
」

の
行
方
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
が
、
脱
原
発
の
た
め
に
知
恵
を

結
集
す
べ
き
点
で
あ
る
。 
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